
























H31.4.23現在行政経営・FM課No 所管 施設名 棟名 グループ 最小Is値 診断時期 経緯1 本館 ④ 0.54 H10.9
2 屋内訓練場 ③ 0.13 H22.103 文化会館 会館 ① 0.16 H22.94 旧館 ① 0.155 新館接続棟 ② 0.39
6 民俗博物館 民俗博物館 ② 0.36 H22.10 【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】・H24　耐震改修工事基本・実施設計実施・施設の今後のあり方検討に期間を要しており、工事実施が延伸【現在の状況】・H29からあり方検討を進めている・収蔵品の整理・調査実施中7 県立大学 ４号館北館 ② 0.37 H23.11 【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】・平成25年度に「奈良県立大学施設整備基本構想」を策定し、コモンズ棟を新築し、４号館を撤去することとした。【現在の状況】・コモンズ棟の建築を進めており、完成（Ｒ2.3予定）後は、４号館北館を使用しない予定。・４号館北館の撤去時期は未定。8 内吉野保健所 本館 ⑤ 0.60 H8.9 【耐震診断経緯】阪神淡路大震災があり、早期に耐震診断をする必要性があったため【実施後の検討状況】・最小Is値は0.6であるため、改修の必要はないと判断していたが、基準変更H27　南部再配置構想　H28　南部再配置計画で移転が決定【現在の状況】・R3年度五條新庁舎へ移転予定9 中軽度棟 ② 0.45 H8.910 指導訓練棟 ① 0.06 H21.711 本館 ② 0.4312 給食・浴場棟 ② 0.3613 東渡り廊下棟 ① 0.0514 西渡り廊下棟 ① 0.05

福医 【耐震診断経緯】（中軽度棟）阪神淡路大震災があり、早期に耐震診断をする必要性があったため（登美学園：指導訓練棟）（筒井寮：本館、給食・浴場棟、東渡り廊下棟、西渡り廊下棟）耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】・施設のあり方検討を行い、H25年度に整備方針にかかる基本計画策定・H26年度～整備事業着手【現在の状況】・登美学園の現指導訓練棟は建物の使用を中止・R2年春　住居棟完成　移転予定・R3年度　周辺施設（指導訓練棟、管理棟等）完成予定

耐震検討チーム検討施設一覧（経緯）

総務 消防学校
美術館 H22.6

【耐震診断経緯】（本館）阪神淡路大震災があり、早期に耐震診断をする必要性があったため（屋内訓練場）耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】・旧室生高校等への移転の検討を行ったが実現せず・H28から五條市で検討中の大規模広域防災拠点の中に整備する方向で検討中【現在の状況】・屋内運動場使用停止し、代替施設を利用【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】・H27　文化会館・美術館一体整備について検討、基本計画策定・H28　一体整備に向け婦人会館等除却・H29　文化財発掘調査（西側土地：旧消費生活センター跡）【現在の状況】・H30～貴重な遺構群のため詳細調査中地域

登美学園
筒井寮 H22.2H22.5

資料４
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15 福医 薬事研究センター 本館 ③ 0.10 H22.10 【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】H23.11　耐震改修計画、H24.3　耐震工事設計、H25年度～　漢方のメッカ推進プロジェクト事業実施中であり、耐震化計画は一時中断【現在の状況】移転、現地建替、耐震改修等について検討中16 くらし 橿原公苑 弓道場 ① 0.27 H22.10 【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】公苑全体の整備について検討【現在の状況】H30年度　耐震設計　R2年度　耐震改修工事予定17 中央スタンド ① 0.0318 東サイドスタンド ① 0.1619 県事務所 ⑤ 0.6020 第1投票所 ① 0.21 H28.1121 第1払戻所 ① 0.10 H28.1122 木材加工実験棟 ③ 0.2123 研修館 ④ 0.4824 本館 ④ 0.3425 家畜保健業務第1課 庁舎本館 ④ 0.57 H24.1226 家畜保健業務第2課 本館 ④ 0.45 H22.1027 南部農林所長公舎 職員公舎 ③ 0.1428 南部農林職員公舎 職員公舎 ③ 0.1829 南部農林振興事務所 本館事務所 ④ 0.53 H26.230 南部農林土地改良課 事務室 ④ 0.36 H26.2

産雇 競輪場

H26.1 【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】H27　公舎の現地建て替え検討H29　代替住居の検討【現在の状況】建替、移転を含め検討中【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】H27　南部再配置構想　H28　南部再配置計画で移転が決定【現在の状況】R3年度五條市新庁舎への移転予定

【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】H28.3　あり方検討委員会報告書　H29～R3まで事業継続が決定H30.3　あり方検討委員会で耐震改修工事計画を報告　　　　県事務所は移転を含め対応を検討【現在の状況】(中央スタンド、東サイドスタンド)H30年度　耐震改修設計実施　R2年度改修工事を予定(県事務所)H31年度　施設整備計画策定予定の中で対応を検討（防災拠点施設の指定も含む）【耐震診断経緯】H28.3　あり方検討委員会報告書　H29～R3まで事業継続が決定したため実施【実施後の検討状況】H30.3　あり方検討委員会で耐震改修工事計画を報告　　　　　第一払戻所は除却を予定【現在の状況】（第１投票所）H30年度　耐震改修設計実施中　R2年度改修工事を予定（第１払戻所）H31年度　施設整備計画策定予定であり、除却時期を検討【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】H26年度　耐震改修基本・実施設計H27年度　フォレストアカデミーと併せ、森林技術センターあり方検討耐震工事は見送り【現在の状況】敷地内、敷地外を含め、建替検討中
農林 【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】業務第１課と業務第２課を統合し、第２課の隣接地への建替検討【現在の状況】統合検討中

H24.9

森林技術センター H23.11
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31 関連商品売場棟１ ④ 0.5532 関連商品売場棟２ ④ 0.5333 冷蔵庫棟(1) ④ 0.49 H30.1
34 郵便局 ④ 0.39 H31.2 【耐震診断経緯】平成24年頃から市場改革の検討開始中央卸売市場再整備に向けて場内施設の耐震診断を順次実施【実施後の検討状況】アスベスト分析調査を実施した上で、再検証【現在の状況】アスベスト分析調査の実施に向けて対応を検討中35 庁舎（本館） ③ 0.2736 庁舎（増築棟） ⑤ 0.6337 奈良土木事務所 本館 ④ 0.46 H9.12 【耐震診断経緯】阪神淡路大震災があり、早期に耐震診断をする必要性があったため【実施後の検討状況】機能移転の可能性を検討【現在の状況】耐震改修（移転を含む）の検討に向けて準備中38 汚泥濃縮ﾀﾝｸ上屋 ④ 0.3939 最初沈殿池上屋 ④ 0.3240 最初沈殿池上屋 ④ 0.3341 汚泥ポンプ棟 ④ 0.5042 本館 ④ 0.4643 本館（2） ⑤ 0.62
44 吉城園 茶室 ① 0.60 H28.3 【耐震診断経緯】H24.2策定の「奈良公園基本戦略」に整備を位置づけ、事業に先行してH27年度に耐震診断を実施【実施後の検討状況】事業は民間活力を活用することとし、H28.12に整備事業者を公募【現在の状況】事業者が具体的な活用方法について、詳細を検討しているところ。活用方法に合わせて、耐震改修の方針も決定する予定。

五條土木事務所

吉野土木事務所

中央卸売市場

浄化センター県マ H11.10 【耐震診断経緯】阪神淡路大震災があり、国土交通省より、下水道施設について、早急に耐震診断をするよう通達【実施後の検討状況】各下水道施設が被災した場合の被害の大きさと、構造や施設形態の視点から見た危険度より重要度を設定し、耐震強化策を検討、優先順位を決めて整備【現在の状況】中長期的対策として検討

H25.2

H9.12 【耐震診断経緯】阪神淡路大震災があり、早期に耐震診断をする必要性があったため【実施後の検討状況】H27　南部再配置構想　H28　南部再配置計画で移転が決定【現在の状況】R3年度五條市新庁舎への移転予定

【耐震診断経緯】H24年頃から市場改革の検討開始、建替の判断のため耐震診断実施【実施後の検討状況】中央卸売市場再整備基本計画検討中【現在の状況】耐震性のない施設及び未診断の施設等について、市場再整備で場内移転予定農林

H24.10 【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】H27　南部再配置構想　H28　南部再配置計画で移転建替が決定【現在の状況】来庁者兼職員用駐車場への新築等を検討中
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45 高田警察署 高田警察署 ⑤ 0.70 H21.8 【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】警察全体で対象施設を絞り込み検討、平準化　H28年度　耐震改修設計【現在の状況】H31年度　耐震改修工事予定46 生駒警察署 生駒警察署 ③ 0.25 H21.10 【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】H22年度～移転建替候補地の検討【現在の状況】H31年度　用地買収、R2～R3年度　移転建替設計、R4～R5年度　建設工事、R6年度　解体撤去予定47 郡山警察署 郡山警察署 ⑤ 0.63 H21.10 【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】警察全体で対象施設を絞り込み検討、平準化　H27年度　耐震改修設計【現在の状況】H30年度　耐震改修工事実施済48 西和医療センター  病院本館・南病棟 ① 0.29 H22.3 【耐震診断経緯】耐震改修プログラムに基づき、全県的に推進する中で実施【実施後の検討状況】耐震補強は病院機能の停止が必要であり、大幅な制限があるため、移転も含めた検討を進めている【現在の状況】H31年度スタートの第２期中期目標で、西和医療センターのあり方検討、移転を含めた再整備方針を検討49 一般教育校舎 ① 0.2650 大学本館 ④ 0.3651 旧館棟 ① 0.1652 管理棟 ① 0.2353 医局棟 ③ 0.1854 県立医大付属病院 Ａ病棟（高層棟） ② 0.56 H21.6 【耐震診断経緯】周産期医療センター設置検討のため、耐震診断実施【実施後の検討状況】敷地が狭隘であるため、順次計画的に建替整備を進めており、医大新キャンパス移転後、跡地に建設する新病棟に当該棟の機能を移転する予定【現在の状況】新病棟の早期建設のため、新キャンパス整備の順序などを検討

【耐震診断経緯】耐震改修プログラム対象外施設であったため未実施H27　耐震改修促進法により市への報告が必要となり、未診断の施設について診断実施【実施後の検討状況】敷地が狭隘であるため、順次計画的に建替整備を進めており、医大新キャンパス移転後、跡地に建設する新病棟に当該棟の機能を移転する予定【現在の状況】新病棟の早期建設のため、新キャンパス整備の順序などを検討

警察

県立医大付属病院
県立医科大学 H24.7 【耐震診断経緯】H21　医大周辺まちづくり構想を公表し、検討を進めるにあたり既存建物の調査実施【実施後の検討状況】H29　新キャンパスの整備イメージを公表H30　新キャンパス整備基本計画を策定【現在の状況】H31　新キャンパス整備に向け、建設予定地における都市計画決定手続、文化財発掘調査等を実施中独法 H27.12


